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建学の精神

■ 大学院 / 経済・経営システム研究科　■ 経済学部 / 経済学科・経営法学科・経営情報学科

富士大学広報誌

本学の教育理念は、深い教養と豊かな人間性を

養い、活力ある社会に寄与する人材を育成する

ことである。この理念に基づき、特に地球的・

国際的視野の涵養、創造的・実践的知性の開発、

自発的・奉仕的精神の体得を目標として、心身

ともに健全な学生の育成を期する。

〒025-8501  岩手県花巻市下根子 450-3　TEL0198-23-6221・FAX0198-23-5818
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域
創
生
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15回目

02

　
4
月
9
日（
土
）に
平
成
28
年
度
入
学

式
が
挙
行
さ
れ
、
新
入
生
た
ち
は
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
式
辞
で
岡
田
秀
二
学
長
は
「
大
学
は

各
自
の
目
的
に
し
た
が
っ
て
自
分
を
見

つ
め
、
磨
く
、
そ
の
「
可
能
性
空
間
」

で
あ
る
。
目
的
と
す
る
モ
ノ
や
コ
ト
に

つ
い
て
科
学
知
を
得
、
そ
れ
を
し
っ
か

り
身
に
着
け
、
そ
し
て
利
活
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
大
学
で

す
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
入
学
生
を
代
表
し
て
経
営
法

学
科
の
五
十
嵐
舞
さ
ん
（
福
島
県
立
若

松
商
業
高
校
卒
）
が
「
自
分
の
選
ん
だ

道
を
進
め
る
こ
と
を
幸
せ
に
思
い
、
富

士
大
学
の
学
生
と
し
て
の
矜
持
を
胸
に
、

そ
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
立
派
な
人
間

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。」と
宣
言

し
ま
し
た
。
　

　
入
学
後
間
も
な
い
4
月
21
日(

木)

・

22
日(

金)

に
は
学
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
ホ
テ
ル
森
の
風
鴬
宿
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。学
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
教
養
演
習
の
一
環
と
し
て
毎
年

行
わ
れ
、
学
生
同
士
や
教
職
員
と
の
交

流
を
図
り
、
新
入
生
の
大
学
生
活
へ
の

適
応
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
1
日
目
は
ゼ
ミ
単
位
で
自
己

紹
介
や
そ
れ
ぞ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て

討
論
会
が
活
発
に
行
わ
れ
、
夕
食
後
は

学
友
会
執
行
部
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
2
日
目
は
バ
ス
旅
行
で
学
生
同
士
の

相
互
理
解
を
図
り
な
が
ら
、
岩
手
に
つ

い
て
知
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

1回目

「
地
域
創
生
論
」の
狙
い
と
我
が
国
農
山
村
地
域
の
歴
史

富
士
大
学
学
長
　
岡
田
秀
二

3回目

岩
手
県
の
実
態
と
岩
手
県
の「
地
域
創
生
政
策
」

岩
手
県
副
知
事
　
千
葉
茂
樹

4回目

岩
手
県
南
地
域
の
実
態
と「
地
域
創
生
戦
略
」

岩
手
県
南
広
域
振
興
局
長
　
堀
江
　
淳

5回目

遠
野
市
の
課
題
と
遠
野
市
の
地
域
戦
略遠

野
市
長
　
本
田
敏
秋

6回目

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

富
士
大
学
大
学
院
　
斉
藤
国
雄

7回目

石
巻
市
の
課
題
と
総
務
省
行
政
・
地
方
創
生

石
巻
市
副
市
長
　
笹
野
　
健

8回目

大
船
渡
市
の
課
題
と
国
土
交
通
行
政
・
地
方
創
生

大
船
渡
市
副
市
長
　
角
田
陽
介

9回目

日
本
政
策
金
融
公
庫
と
地
域
創
生

日
本
政
策
金
融
公
庫
　
副
総
裁
　
皆
川
博
美

10回目

政
策
的
金
融
の
今
日
的
役
割

日
本
政
策
金
融
公
庫 

総
合
研
究
所 

主
席
研
究
員
　
深
沼
光

11回目

農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
　
地
域
振
興
課
長
　
圓
山
満
久

農
林
水
産
省
の
地
域
創
生
政
策（
条
件
不
利
地
域
対
策
）

12回目

岩
泉
町
の
地
域
振
興
と
地
域
創
生
戦
略岩

泉
町
長
　
伊
達
勝
身

13回目

地
域
経
済
の
格
差
と
均
衡
を
科
学
す
る

富
士
大
学
副
学
長
　
中
村
良
則

14回目

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
地
域
再
生

『 

「
地
域
創
生
」の
実
現
に
向
け
て
』
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

パ
ネ
リ
ス
ト
：
岩
手
県
知
事
　
達
増
拓
也

岩
手
日
報
社
報
道
部
長
　
神
田
由
紀

花
巻
市
長
　
上
田
東
一

2回目

地
域
を
巡
る
諸
論
説

富
士
大
学
学
長
　
岡
田
秀
二

入学式平成28年度

学
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

記
念
す
べ
き
第

回
目
の
入
学
生

51

　
4
月
14
日
か
ら
7
月
21
日
ま
で
の
全
15
回
、
各
地
域

で
指
導
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
方
々
を
外
部
講
師
と
し

て
お
招
き
し
開
講
し
た
「
地
域
創
生
論
」
は
、
非
常
に

有
意
義
な
授
業
と
な
り
ま
し
た
。
一
般
の
人
に
も
広
く

解
放
し
、
大
変
好
評
を
得
ま
し
た
。

　
最
終
日
は
、岩
手
県
知
事
　
達
増
拓
也
氏
、花
巻
市
長

　上
田
東
一
氏
、
岩
手
日
報
社
報
道
部
長
　神
田
由
紀
氏

を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「『
地
域
創
生
』

の
実
現
に
向
け
て
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
階
段
教
室
に
は
学
生
と
市
民
が
300
名
程
集
ま
り
、
パ

ネ
リ
ス
ト
の
具
体
的
で
熱
の
こ
も
っ
た
話
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
会
場
か
ら
は
富
士
大
学
の
取
組
を
起
点

と
し
て
地
域
創
生
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待

す
る
声
が
出
さ
れ
、
本
学
で
「
地
域
創
生
論
」
を
実
施

す
る
こ
と
の
意
義
が
改
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
義
を
し
て
い
た
だ
い
た
講
師
の
方
、
講
義
を
実
現

す
る
た
め
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
関
係
者
の
方
々
、

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

地
域
創
生
論
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司
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岩手大学農学部と
　協定を交わしました

花巻信用金庫と
　協定を交わしました
花巻信用金庫と
　協定を交わしました

　

岩
手
大
学
農
学
部
附
属
の
「
寒
冷
フ
ィ
ー
ル
ド

サ
イ
エ
ン
ス
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」利
用
に
関
し
て
、

富
士
大
学
と
岩
手
大
学
農
学
部
が
5
月
8  

日
に
協

定
書
を
交
わ
し
、
岩
手
大
学
農
学
部
附
属
の
牧
場
、

演
習
林
の
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
で
は
田
植
え
・
稲
刈
り
、
リ
ン

ゴ
の
摘
花
・
摘
果
・
選
果
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
収

穫
や
ジ
ャ
ム
加
工
作
業
、
味
噌
加
工
、
北
上
山
系

の
植
生
観
察
、
森
林
環
境
の
基
礎
学
習
、
牛
舎
で

の
飼
料
給
餌
な
ど
を
実
体
験
し
、
岩
手
の
自
然
や

農
業･

林
業
等
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 　

同
時
に
、宮
沢
賢
治
な
ど
の
先
人
が
愛
し
た
フ
ィ

ー
ル
ド
に
触
れ
敬
愛
心
や
郷
土
愛
を
育
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

協
定
書
の
調
印
は
、
岡
田
秀
二
学
長
と
高
畑
義

人
岩
手
大
学
農
学
部
長
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
、

今
後
は
経
済
学
だ
け
で
は
な
く
農
業
の
分
野
で
も

広
く
地
域
を
俯
瞰
し
た
学
習
が
可
能
に
な
っ
て
き

ま
す
。

　

本
学
と
花
巻
信
用
金
庫
は
地
域
社
会
の
発
展
に
協

調
し
て
貢
献
し
よ
う
と
、
5
月
18
日
、
産
業
振
興
や

人
材
育
成
な
ど
の
各
分
野
に
係
る
包
括
的
連
携
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

教
育
、
金
融
機
関
と
し
て
の
知
見
を
生
か
し
、
地

域
の
課
題
解
決
や
発
展
に
尽
く
す
目
的
で
、産
業
、
学

術
、文
化
、教
育
、人
材
育
成
の
各
分
野
で
包
括
的
に

連
携
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
期
間
は
3
年
間
。

●
地
域
産
業
振
興
に
向
け
た
産
学
連
携
の
推
進
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
材
育
成

●
地
域
企
業
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

創
業
支
援

●
大
学
に
お
け
る
金
融
教
育
の
推
進

●
循
環
型
環
境
重
視
型
社
会
づ
く
り
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸
課
題
へ
の
対
応

●
そ
の
他
学
術
・
文
化
の
振
興
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
与
す
る
事
項
の
推
進

　

こ
の
協
定
に
基
づ
き
、後
期
に
は
「
地
域
金
融
論
」

と
い
う
提
供
科
目
が
開
講
さ
れ
、
72
名
の
学
生
が
受

講
し
ま
す
。

留学生
学外研修

　中国駐札幌総領事館総領事　孫振勇氏が来
学し「中国発展及び中日経済、文化交流につ
いて」をテーマに講演いただきました。

中
国
　
駐
札
幌
総
領
事
館

　
　
　
　
総
領
事
来
学
講
演

　

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
8
月
3
日
、
東
日
本
大
震
災
後
の
岩
手

県
南
沿
岸
部
の
復
興
状
況
及
び
日
本
文
化
等
の
学
外
研
修
を
企
画
し
、

中
国
留
学
生
7 

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

津
波
に
よ
る
被
害
が
大
き
か
っ
た
陸
前
高
田
市
、
大
船
渡
市
を
中

心
に
津
波
以
前
と
以
後
の
比
較
を
し
、「
奇
跡
の
一
本
松
」
や
市
街
地

嵩
上
げ
、
岸
壁
工
事
な
ど
復
興
作
業
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。午
後
は
、

太
平
洋
眺
望
の
良
い
リ
ア
ス
式
海
岸
の
断
崖
絶
壁
周
辺
を
散
策
。
碁

石
海
岸
で
は
小
学
生
約
20
人
の
課
外
授
業
と
遭
遇
し
交
換
学
習
を
し

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
留
学
生
は
、「
8
万
本
の
松
原
が
1
本
し
か
残
ら
な
か
っ

た
津
波
の
凄
さ
を
実
感
し
た
」「
気
仙
川
清
流
の
鮎
が
け
の
人
々
を
見

て
日
本
文
化
を
体
感
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。 ６月10日（金）16～17時　６号館631教室

　7月 23  日（土）・24 日（日）、沿岸と内陸の児童が 1 泊 2 日
の共同生活で郷土の魅力を再発見する「縁がつながるスマイ
ルツアー」が花巻市の志戸平温泉などで開催されました。
　本学サッカー部員を中心とした「花巻てらこや」と、花巻
南高校、花巻農業高校の高校生ボランティア団体が引率を務

め、花火やバーベキュー、手つなぎ鬼などのレクリエーションを行い、子供たちは生き生き
とキャンプを楽しんでいました。

つ な が る
花巻てらこや

スマイルツアー

縁
が
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北海道栗山高等学校と
　　　協定を交わしました

　

6
月
28
日
、
岡
田
学
長
が
北
海
道
栗
山
高
等
学
校

を
訪
れ
、
栗
山
高
校
と
富
士
大
学
が
、
新
し
い
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
高
大
接
続
の
実
現
に
向
け
、
全
て
の

若
者
が
夢
や
目
標
を
芽
吹
か
せ
、
未
来
に
花
咲
か
せ

る
た
め
に
、
学
術
・
文
化
・
教
育
・
人
材
育
成
の
各

分
野
に
お
け
る
包
括
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

（
１
） 小
・
中
学
校
で
積
み
上
げ
て
き
た
教
育
の
成
果

　
　

 

を
、
確
実
に
発
展
さ
せ
て
い
く
方
法
の
高
大
接

　
　

 

続
・
連
携
に
よ
る
検
討

（
２
） 人
格
形
成
に
必
要
な
教
養
と
行
動
規
範
に
つ
い

　
　

 

て
の
高
大
接
続
・
連
携
に
よ
る
研
究

（
３
） 社
会
が
必
要
と
す
る
肉
体
的
・
精
神
的
能
力
の

　
　

 
醸
成
に
つ
い
て
の
高
大
接
続
・
連
携
に
よ
る
研

　
　

 

究

（
４
） 高
齢
化
社
会
・
福
祉
社
会
の
質
的
向
上
及
び
地

　
　

 

域
社
会
が
抱
え
る
諸
課
題
へ
の
高
大
接
続
・
連

　
　

 

携
に
よ
る
対
応

（
５
） 種
々
の
災
害
へ
の
相
互
支
援
・
協
力

（
６
） そ
の
他
、
高
大
接
続
・
連
携
に
関
す
る
事
項

　

栗
山
高
校
の
塩
崎
校
長
は
、「
地
域
に
貢
献
で
き
る

人
材
を
富
士
大
と
協
力
し
て
育
て
た
い
」、岡
田
学
長

は
「
富
士
大
生
と
栗
山
高
生
の
交
流
を
進
め
、
花
巻

市
と
栗
山
町
に
定
住
す
る
人
材
を
増
や
し
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
岡
田
学
長
が
栗
山
町
出
身
で
あ
る

こ
と
か
ら
実
現
し
た
も
の
で
す
。



売
り
手
市
場
の
中
で
の

就
職
戦
線

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー 

副
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　
木
村
　
毅

Momoko Hosono

Shin Arihara

Hironori Urushido

Tadao Fujiwara

　
二
年
連
続
で
就
職
活
動
時
期
の
変
更
が

あ
り
、
今
年
は
三
月
一
日
か
ら
広
報
活
動

（
企
業
の
説
明
会
）開
始
、
六
月
一
日
か
ら

選
考
活
動
（
採
用
試
験
・
面
接
）
の
開
始
、

十
月
一
日
か
ら
採
用
の
内
定
通
知
が
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
学
と
し
て
は
、
採
用
試
験
日
の
変
更

を
中
心
に
、土･

日
の
会
社
説
明
会
開
催
や

面
接
、
成
績
証
明
書
の
活
用
な
ど
、
就
活

に
関
わ
る
重
要
な
情
報
を
学
生
に
周
知
す

る
と
共
に
、
三
月
一
日
か
ら
大
学
主
催
で

合
同
企
業
説
明
会
へ
の
参
加
を
企
画
し
、

こ
れ
ま
で
5
回
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
勿

論
、
各
学
生
は
自
分
の
出
身
地
で
の
説
明

会
に
も
参
加
し
た
り
、求
人
票
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
就
職
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

雇
用
状
況
は
、
労
働
力
不
足
が
顕
在
化

し
各
業
種
と
も
採
用
増
加
に
転
じ
て
比
較

的
良
好
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、

今
年
度
の
就
職
活
動
は「
売
り
手
市
場
」の

流
れ
で
推
移
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
は
堅
実
な
採
用

を
考
え
て
い
る
企
業
も
多
く
、
内
定
ま
で

の
道
の
り
は
決
し
て
楽
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
企
業
の
多
く
は
長
期
雇

用
を
前
提
と
し
て
新
卒
者
を
正
規
採
用
す

る
傾
向
が
強
く
、
逆
に
考
え
る
と
、
一
度

離
職
す
る
と
正
規
雇
用
と
し
て
再
就
職
す

る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
求
人
企
業
が
多
け
れ
ば

多
い
ほ
ど
慎
重
に
企
業
を
選
択
し
な
け
れ

ば
、
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
企

業
に
捕
ま
っ
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。キ
ャ

リ
ア
教
育
の
中
で
も
学
ん
で
い
る
「
企
業

研
究
」
を
し
っ
か
り
し
て
採
用
活
動
に
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
、
今
年
度
の
学
生
の
就
職
状

況
は
ま
だ
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
今

年
3
月
に
卒
業
し
た
学
生
の
就
職
情
況
に

つ
い
て
簡
単
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
実

就
職
率
（
大
学
院
進
学
者
を
除
く
卒
業
生

数
に
占
め
る
就
職
者
数
）
は
91.4
％（
同
全

国
は
72.0
％
）。大
学
院
や
他
大
学
等
へ
の
進

学
者
を
除
け
ば
98.7
％
が
就
職
を
達
成
し
ま

し
た
。
公
務
員
や
上
場
企
業
へ
の
就
職
は

37.2
％
で
し
た
。大
変
健
闘
し
た
昨
年
度
で

し
た
。今
年
度
も
こ
の
勢
い
に
乗
り
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
は
7
年
前
に
就
職
部
就
職
課
を

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
改
称
し
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
支
援
も
含
め
た
就
職
支
援
や
情

報
提
供
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
以
来
、

支
援
は
、
セ
ン
タ
ー
長
を
含
め
全
ス
タ
ッ

フ
で
行
い
、
職
業
選
択
の
ア
ド
バ
イ
ス
、

合
同
企
業
説
明
会
へ
の
引
率
、エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト･

履
歴
書･

面
接
の
指
導
、
そ
の
他

関
連
書
類
の
作
成
な
ど
、
学
生
の
就
職
活

動
の
大
半
を
支
援
し
て
い
ま
す
。こ
の
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
学
生
の
数
も

年
々
増
え
、
昨
年
度
は
年
間
二
千
件
を
超

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
つ
の
時
代
も
安
定
し
た
職
業
に
就
く

こ
と
は
難
し
い
の
で
す
が
、
本
人
も
家
族

も
納
得
し
安
心
で
き
る
職
業
に
就
き
自
立

し
た
社
会
人
に
な
れ
る
よ
う
、
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
今
後
も
指
導
を
改
善

し
な
が
ら
就
職
支
援
に
当
た
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

①
最
終
出
身
学
校　

②
前
職　

③
担
当（
科
目
・
役
職
）

④
趣
味　

⑤
ひ
と
こ
と

新
任
教
職
員
の
紹
介

①
富
士
大
学　

経
営
法
学
科
②

ス
ポ
ー
ツ
用
品
販
売
③
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
・
ロ
ッ
ジ
藤
寮
監

④
旅
行
、
お
酒
を
飲
む
こ
と
⑤

昨
年
度
か
ら
ロ
ッ
ジ
藤
の
寮
監

に
な
り
、
併
せ
て
本
年
度
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し

て
お
り
ま
す
。
富
士
大
学
出
身

で
在
学
中
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
卒
業

生
と
し
て
、
自
ら
が
学
ん
で
き

た
こ
と
や
経
験
を
活
か
し
、
学

生
の
手
助
け
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

①
早
稲
田
大
学
②
岩
手
県
立
花
巻
北
高

等
学
校
校
長
③
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
副

セ
ン
タ
ー
長
④
映
画
鑑
賞
⑤
4
月
か
ら

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
学
生
の
就
職
支

援
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
開
学
50
周
年

を
経
て
、
地
域
と
連
携
し
、
地
域
に
信

頼
さ
れ
る
大
学
を
目
指
し
て
、
学
生
の

進
路
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
自

己
研
鑽
を
し
な
が
ら
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

①
富
士
大
学　

経
済
学
部
経
営
法
学
科
②
秋
田
県

高
校
講
師（
保
健
体
育
）③
教
務
部
・
第
2
陸
奥
寮

寮
監
・
硬
式
野
球
部
コ
ー
チ
④
お
酒
を
飲
む
こ
と
、

お
し
ゃ
べ
り
⑤
多
く
の
縁
で
、
職
員
と
し
て
ま
た

富
士
大
学
で
学
ぶ
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。私
の
柱
に
な
っ
て
い
る
「
な
ん
の

た
め
に
」
と
「
頼
ま
れ
ご
と
は
試
さ
れ
ご
と
」
の

考
え
を
持
ち
続
け
富
士
大
学
に
関
わ
る
全
て
の
人

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
尽
力
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

①
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
商
学
研
究

科
経
営
学
・
会
計
学
専
攻
後
期
博
士

課
程
単
位
取
得
退
学
②
嘉
悦
大
学
非

常
勤
講
師
③
財
政
学
A
・
B
、財
政

政
策
A
・
B
、
地
方
財
政
論
、
計
量

経
済
学
、
教
養
演
習
④
旅
行
⑤
本
年

度
よ
り
、
経
済
学
科
講
師
と
し
て
着

任
致
し
ま
し
た
。
私
が
大
学
の
学
部

生
だ
っ
た
頃
の
こ
と
を
思
い
返
し
た

時
、
現
在
の
専
攻
領
域
以
外
の
講
義

も
含
め
、
特
に
社
会
の
事
象
に
対
す

る
見
方
や
考
え
方
を
養
う
と
い
う
点

に
お
い
て
、
今
で
も
心
に
残
る
先
生

方
の
講
義
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

私
も
日
々
の
講
義
に
お
い
て
は
、
出

来
る
限
り
多
種
多
様
な
見
方
や
考
え

方
、
あ
る
い
は
論
点
な
ど
を
提
示
す

る
よ
う
に
心
掛
け
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

①
岩
手
大
学　

教
育
学
部
甲
一
類
理
科

②
岩
手
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長

③
自
然
科
学
概
論
㈵
、
教
育
方
法
論
・

総
合
企
画
部
長
④
発
明
、
理
科
教
材
開

発
、
工
作
、
旅
行
、
阪
神
応
援
⑤
高
校

で
難
解
と
言
わ
れ
る
物
理
を
担
当
し
、

ど
う
す
れ
ば
「
わ
か
っ
た
！
」「
そ
う
だ

っ
た
の
か
」
と
な
る
よ
う
に
、
教
材
を

こ
れ
ま
で
に
32
作
品
開
発
し
ま
し
た
。

本
学
で
こ
れ
ら
の
教
材
や
撮
り
た
め
た

映
像
を
使
っ
て
授
業
が
で
き
る
こ
と
に

大
き
な
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
３
年
間
に
は
、
一
人
で
九
州
ま
で

車
を
走
ら
せ
古
戦
場
、
古
城
、
博
物
館

等
を
見
て
回
り
、
17
日
間
、
走
行
距
離

は
5
千
Km
。
海
外
は
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
、
台
湾
、
イ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ

な
ど
で
、
国
内
外
で
見
聞
し
感
じ
た
こ

と
も
還
元
で
き
た
ら
幸
い
で
す
。

細野桃子

藤原忠雄

漆戸宏宣

①
岩
手
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
科

（
行
動
科
学
専
攻
）②
岩
手
大
学
男
女
共

同
参
画
推
進
室
特
任
研
究
員（
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
相
談
員
）③
ス
ポ
ー

ツ
心
理
学
、
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
、
運
動

生
理
学
、
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
、実
技（
テ

ニ
ス
・
卓
球
）・
硬
式
テ
ニ
ス
部
監
督
④

家
庭
菜
園
・
読
書
・
伝
統
さ
ん
さ
踊
り

⑤
開
学
51
年
目
の
本
学
に
着
任
し
て
早

5
カ
月
、
大
学
で
の
授
業
や
部
活
動
指

導
に
加
え
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
大
事
に
し
て
活

動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
折
し
も
今

年
は
46
年
ぶ
り
に
国
体
が
岩
手
で
開
催

さ
れ
、
本
学
の
学
生
も
選
手
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
す
る
予
定
で
す
。

希
望
郷
い
わ
て
国
体
、
希
望
郷
い
わ
て

大
会
の
成
功
に
向
け
、
富
士
大
学
の
力

を
結
集
し
て
、
教
職
員
の
皆
さ
ん
と
共

に
応
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

内城寛子

在原　眞
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救

残念ながら初戦突破ならず

明治神宮野球場

　経済学科 1年の高橋浩椰さんは 4月、太田川で
動けなくなっていた紫波町の 80 代女性の救助に
加わったということで、紫波署から感謝状を贈ら
れました。
　感謝状を贈られたのは紫波町在住の久慈富男さ
んと古舘雅晴さん、高橋さんの 3名。
　住宅街の川にいた女性を発見した久慈さんが助
けようと川に入り、近くを通りかかった古舘さん
と高橋さんも救助に加わって、3人で連携して女
性を助けました。
　高橋さんは「突然のことでとても驚いたが、助
けてくれという声を聞いて、「大変だ、一刻も早
く引き上げなければ」と無我夢中で川に入った。
みんな無事で本当によかった」と笑顔を見せた。

「教養演習」菊池  豊 ゼミゼミ紹介
　
菊
池
ゼ
ミ
は
、
経
営
法
学
科
1
年

生
9
名（
女
子
2
名
、男
子
7
名
）
か

ら
な
り
、
出
身
地
が
北
は
北
海
道
か

ら
南
は
徳
島
県
ま
で
、
剣
道
、
柔
道
、

硬
式
野
球
部
に
所
属
す
る
多
彩
な
学

生
が
揃
っ
て
い
る
。
前
期
は
大
学
生

活
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
4
月
の

新
入
生
学
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
始
ま
り
、
全
ゼ
ミ
が
共
通
す
る
内

容
で
「
初
年
次
セ
ミ
ナ
ー
ワ
ー
ク
ブ
ッ

ク
」
を
テ
キ
ス
ト
に
「
大
学
で
の
学
び
、

図
書
館
活
用
、
学
習
と
学
び
、
岩
手

の
先
人
や
歴
史
、地
理
、観
光
、産
業
・

経
済
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
学
修
し
て

き
た
。
6
月
に
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
も
兼
ね
て
、
地
元
花
巻
が
生
ん
だ

偉
人
で
童
話
作
家
の
宮
沢
賢
治
の
足

跡
を
訪
ね「
宮
沢
賢
治
記
念
館
」
を
見

学
。
宮
沢
賢
治
研
究
家
と
し
て
著
名

な
牛
崎
副
館
長
か
ら
直
接
説
明
を
い

た
だ
き
理
解
を
深
め
た
。
ま
た
7
月

に
は
岩
手
大
学
農
学
部
と
の
交
流
事

業「
岩
手
の
自
然
と
農
業
〜
寒
冷
フ
ィ

ー
ル
ド
体
験
〜
」
に
参
加
。
講
義
と

体
験
学
修
を
通
し
て
岩
手
の
自
然
や

産
業
等
へ
の
関
心
を
深
め
た
。

　
後
期
に
は
、10
月
の
紫
陵
祭
で「
せ

ん
べ
い
汁
」
と
岩
手
大
学
農
学
部
の

農
産
物
を
販
売
す
る
屋
台
の
出
店
を

予
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
12
月
に

は
「
教
養
演
習
」
の
ま
と
め
と
し
て

開
催
さ
れ
る
「
教
養
演
習
発
表
会
」

に
向
け
て
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

レ
ポ
ー
ト
作
成
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
る
。
1
年
間
の
ゼ
ミ
活
動
を
通
し
、

ゼ
ミ
生
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
取

り
組
む
学
生
に
成
長
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。

　
富
士
大
学
に
は
全
て
の
学
年
に

キ
ャ
リ
ア
形
成
論
と
い
う
科
目
が

あ
り
、
授
業
の
中
で
近
年
の
就
職

状
況
や
就
職
活
動
、
職
業
観
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
い
ざ
就
職
活
動
の
時
期
が

始
ま
る
と
具
体
的
に
何
を
す
れ
ば

良
い
の
か
わ
か
ら
ず
疑
問
や
不
安

が
あ
り
ま
し
た
が
、
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
の
職
員
に
相
談
し
て
詳
し

く
教
え
て
い
た
だ
き
、
安
心
し
て

就
職
活
動
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　
私
は
会
社
説
明
会
へ
の
参
加
か

ら
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
作
成
・

提
出
、
面
接
対
策
と
お
世
話
に
な

り
、
地
元
福
島
の
東
邦
銀
行
か
ら

内
々
定
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
現
在
は
、
金
融
商
品
の

販
売
や
勧
誘
を
す
る
た
め
に
必
要

な
証
券
外
務
員
の
資
格
取
得
の
た

め
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

　
経
済
学
部
な
の
で
、
経
済
に
関

す
る
授
業
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

一
年
生
で
経
済
学
の
基
礎
を
学
び
、

二
年
生
か
ら
は
少
し
ず
つ
発
展
し

た
内
容
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
私

は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
や
経
営
組

織
論
、
中
小
企
業
論
な
ど
の
授
業

を
受
け
ま
し
た
。
今
は
ま
だ
学
生

な
の
で
あ
ま
り
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん

が
、
就
職
し
て
仕
事
を
始
め
た
と

き
に
、
ど
の
よ
う
に
お
客
様
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
れ
ば
よ
い
の
か
、
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
会
社
が
向
上
す

る
の
か
、
日
本
経
済
を
よ
く
す
る

た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
を
考
え

る
た
め
の
知
識
が
身
に
付
い
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
様
々
な

授
業
が
あ
る
の
で
、
自
分
の
将
来

の
た
め
に
学
び
た
い
こ
と
、
興
味

が
あ
る
分
野
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
授
業
を
受
け
る

中
で
、
自
分
が
将
来
や
り
た
い
こ

と
を
見
つ
け
る
の
も
い
い
と
思
い

ま
す
。

　
私
は
一
年
生
の
と
き
か
ら
銀
行

員
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
た
た

め
、
銀
行
ビ
ジ
ネ
ス
論
や
会
計
学

原
理
、
財
務
諸
表
論
な
ど
銀
行
業

務
や
金
融
に
関
す
る
授
業
を
た
く

さ
ん
受
け
ま
し
た
。
授
業
以
外
に

行
わ
れ
て
い
る
金
融
セ
ミ
ナ
ー
に

も
参
加
し
、
夢
の
実
現
に
一
歩
ず

つ
近
づ
い
て
い
く
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　
金
融
セ
ミ
ナ
ー
以
外
に
も
、
教

員
採
用
試
験
や
公
務
員
試
験
、
日

商
簿
記
検
定
試
験
な
ど
の
対
策
講

座
も
行
わ
れ
て
お
り
、
た
く
さ
ん

の
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

　
四
年
間
と
い
う
時
間
は
長
い
よ

う
で
と
て
も
短
く
感
じ
ま
す
。
私

は
学
校
生
活
や
部
活
動
で
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

富
士
大
学
に
入
学
し
て
良
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

人
命
救
助
で

感
謝
状

6/8(水)
2回戦

初回に2点先制されましたが、3回に1点を返すと、6回・8回
と得点を重ねそのまま流れをつかみ4対2で逆転勝利しました。

富士大学  1－4  亜細亜大学 ( 東都大学野球連盟 )

初回に 1点先制しましたが、2回に本盗で同点にされると 6 回
に2点・7回に1点と得点され1対 4で逆転負けとなりました。
皆様の応援ありがとうございました。

第65回全日本大学野球選手権
記念大会出場

 6/6(月)
 1回戦 富士大学  4－2  京都産業大学 ( 関西六大学野球連盟 )

１回戦
富士大学　０－３　立命館大学

つつある中、ミドルシュートを決めら
れ 0ー 3で試合終了。残念ながら初戦
突破はなりませんでした。
　大学関係者の皆様方、OB・保護者様
からの多大なるご支援・ご声援ありが
とうございました。今大会での経験を
活かし、また全国大会を目標に再出発
いたしますので応援よろしくお願い致
します。

第40回総理大臣杯
全日本大学サッカートーナメント
　　　　2年ぶり4度目の出場

　硬式野球部が北東北大学野
球リーグ初の3校による優勝
決定戦を制し、4年連続 11度
目の全日本大学野球選手権大
会出場を決めました。

指
し
て
い
る
。

学

宮
沢
賢
治
研
究
家
と
し
て
著
名

　5月14日～29日に行われた「第17回東北地区大学サッカー選手権」で
準優勝し東北第2代表として出場。（第40回記念大会として東北地区か
ら２枠の出場）
　8月6日にヤンマースタジアム長居 (大阪府 )で行われた立命館大学と
の試合は、試合直前に雷の為、2時間遅れのキックオフ。前半開始から
終始、立命館大学のペース。中盤、守備から素早いカウンターで何度か
シュートに持ち込むがゴール出来ず前半終了。
　後半、不用意なファールで PKを与え0ー1に。その後もコーナーキッ
クから混戦を押込まれ 0ー 2。守備に追われる時間が長く疲労も高まり

富
士
大
学
に
は
全
て
の
学
年
に

が
、
就
職
し
て
仕
事
を
始
め

き
に
、
ど
の
よ
う
に
お
客
様

ー
ズ
に
応
え
れ
ば
よ
い
の
か

の
よ
う
に
す
れ
ば
会
社
が
向

る
の
か
、
日
本
経
済
を
よ
く

た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
を

経
営
情
報
学
科
4
年

渡
辺
彩
奈

（
福
島
：
安
積
黎
明
高
出
身
）

高
橋
浩
椰
さ
ん

ひ
ろ
や

就
職
活
動
に
つ
い
て
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22222200011166学歌碑　除幕式

全
国
高
校
生

　
　
童
話
大
賞

オープンキャンパス

　このたび富士大学開学50周年の記念事業として
学歌碑を建立し、6月1日、メディア棟前にて除幕
式を執り行いました。
　 岡田学長の挨拶の後、赤沼豊明後援会会長の祝
辞をいただき、（写真右より）根田孝広校友会副会
長、赤沼後援会会長、学長、 加藤綜一郎学友会執
行委員長によって除幕が行われ、今後の本学の

発展を祈念し、来賓と出席者で学歌を斉
唱しました。

　
恒
例
の
海
の
日
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
7
月
18
日(

月)

に
5
号
館
を

主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
高

校
生
・
保
護
者
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
開
会
と
と
も
に
岡
田
秀
二
学
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
と
こ
れ
か
ら
本
学
が
取

り
組
ん
で
行
く
事
を
具
体
的
に
説
明
し
ま
し
た
。
続
い
て
入
試
部
長
　
佐
々

木
修
一
教
授
か
ら
学
部
学
科
の
特
徴
や
、
少
人
数
ゼ
ミ
な
ど
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
就
職
支
援
に
つ
い
て
各
種
資
格
取
得
講
座
や
就
職
対
策
講
座
、

就
職
実
績
な
ど
、
馬
上
達
幸
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
3
名
の
在
学
生
が
、
大
学
生
活
や
就
職
活
動
な
ど
に
つ
い
て
体
験

を
話
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
5
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
学
生
ス
タ
ッ
フ
が

学
内
を
案
内
、
懇
談
し
な
が
ら
の
学
会
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
学
の
所
在
す
る
岩
手
県
花
巻
市
は
、
宮
沢
賢
治
の
生
誕

の
地
で
あ
り
、
好
奇
心
と
想
像
力
に
あ
ふ
れ
た
賢
治
の
精
神

は
今
も
こ
の
ま
ち
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　
優
れ
た
童
話
を
数
多
く
残
し
た
宮
沢
賢
治
に
ち
な
み
、2001
年

（
平
成
13 
年
）か
ら
始
ま
っ
た
「
〜
賢
治
の
ま
ち
か
ら
〜
全
国

高
校
生
童
話
大
賞
」。多
感
で
夢
と
想
像
力
に
富
む
年
代
の
高

校
生
に
、
そ
の
瑞
々
し
い
感
性
と
創
造
性
を
引
き
出
す
機
会

を
提
供
し
よ
う
と
企
画
さ
れ
、
16
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　
第
15
回
ま
で
の
応
募
数
は
16,788
篇
に
の
ぼ
り
、
高
校
生
ら
し

い
発
想
と
自
由
な
世
界
を
創
造
し
た
テ
ー
マ
な
ど
個
性
豊
か

な
作
品
が
寄
せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
混
迷
の
度
を
深
め
る
時

代
で
す
が
、
新
し
い
時
代
を
担
っ
て
い
く
高
校
生
に
今
年
も

多
く
の
童
話
作
品
を
応
募
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　
第
16
回
の
審
査
結
果
は
11
月
25  

日（
金
）
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
掲
載
し
て
発
表
し
ま
す
。

　
表
彰
式
は
12
月
25  

日（
日
）、花
巻
駅
前
の
な
は
ん
プ
ラ
ザ

に
て
一
般
公
開
し
、
受
賞
者
の
表
彰
、
花
巻
北
高
校
放
送
部

生
徒
に
よ
る
大
賞
作
品
の「
朗
読
」、
花
巻
農
業
高
校
鹿
踊
部

生
徒
に
よ
る
「
鹿
踊
」
の
披
露
を
行
う
予
定
で
す
。

　
第
15
回
ま
で
の
作
品（
大
賞
・
優
秀
賞
）は
童
話
大
賞
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
朗
読
コ
ー
ナ
ー

(

過
去
作
品)

も
ぜ
ひ
お
聴
き
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
作
品
募
集
期
間
：
6
月
1
日
〜
9
月
15
日

 

実
行
委
員
会
：
富
士
大
学
・
花
巻
市
・
花
巻
市
教
育
委
員
会 

第
16
回
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経済学部 /経済学科・経営法学科

指定校推薦 公募推薦 会計特待生スポーツ推薦

AO入試・社会人入試 推薦入試 地域・高大
連携協定校
特別入試

特待生入試 一般入試 センター入試 編入・転入入試 留学生
入試

面接試験
10/6（木）

面接試験
12/16（金） 11/4（金） 12/16（金） 12/16（金） 11/4（金）12/16（金） 2/10（金） 2/10（金） 2/10（金）3/9（木） 3/9（木）

8/29（月）
～

9/23（金）

9/26（月）

～

11/25（金） 10/14（金）

～

10/26（水）
消印有効

11/22（火）

～

12/9（金）
消印有効9/16（金）

～

9/30（金）
消印有効

11/22（火）
～

12/9（金）
消印有効

11/22（火）

～

12/9（金）
消印有効

11/22（火）

～

12/9（金）
消印有効

2/6（月）

～

2/28（火）
消印有効

2/6（月）

～

2/28（火）
消印有効

2/6（月）

～

2/28（火）
消印有効

10/14（金）

～

10/26（水）
消印有効

1/4（水）

～

1/27（金）
消印有効

1/4（水）

～

1/27（金）
消印有効

1/4（水）

～

1/27（金）
消印有効

1/4（水）

～

1/27（金）
消印有効

平成29年度入試日程

連絡は広報係まで E-mail  fuji-kou@fuji-u.ac.jp

　
富
士
大
学
在
学
時
は
卓
球
部
に
所
属
し
て
お
り
、「
継
続
は
力

な
り
」
と
い
う
言
葉
を
信
じ
て
毎
日
熱
心
に
取
り
組
み
、
辛
く

て
も
諦
め
な
い
気
持
な
ど
様
々
な
こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　
大
学
卒
業
後
は
、
千
葉
県
大
網
白
里
市
に
あ
る
し
ら
さ
と
整

形
外
科
に
就
職
し
、
現
在
は
理
学
療
法
士
と
し
て
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
卓
球
を
通
し
て
の
出
会
い
が
今
の
仕
事
を
す
る
き
っ

か
け
に
も
な
り
、
経
験
が
今
に
活
か
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
仕
事
内
容
は
、
腰
や
膝
な
ど
身
体
に
痛
み
な
ど
を
抱
え
て
い

る
方
に
対
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
通
り
日
常
生
活

や
仕
事
が
支
障
な
く
送
れ
る
よ
う
に
日
々
励
ん
で
い
ま
す
。
患

者
様
の
良
く
な
っ
て
い
く
姿
を
見
る
こ
と
や
、
主
に
高
齢
者
が

多
い
で
す
が
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
と
関
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
楽

し
み
や
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
初
め
は
仕
事
に
慣
れ
な
か
っ

た
り
し
て
辛
い
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
学
で
の
経
験
、
た
く

さ
ん
の
方
々
の
支
え
や
患
者
様
か
ら
の
「
あ
り
が
と
う
」
な
ど

の
感
謝
の
言
葉
を
頂
く
こ
と
が
励
み
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
頑
張

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
も
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
、
今
で
も
続
け
て
い
る
卓
球
な
ど
病
院
以
外
の
場
に

も
活
動
を
広
げ
て
い
け
る
よ
う
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
在
学
中
の
皆
さ
ん
に
は
何
か
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
り
、
熱

中
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
方
と
の

出
会
い
を
大
切
に
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
自
身
そ
う
だ
っ

た
よ
う
に
そ
れ
が
今
後
、
道
を
拓
く
き
っ
か
け
に
も
な
る
と
思

い
ま
す
。
富
士
大
生
の
皆
さ
ん
の
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

●富士大ファイトクラブ●ミニゲームで戦ってクオカードを勝ち取れ！
●富士無双●トーナメント制の腕相撲大会
　　　　　　賞品はブランド牛肉セット（１キロ～約１万円）
●カラオケ大会●１位には賞品としてウォークマン
●早食い大会●優勝賞品は焼肉ヤマトお食事券
●郷土芸能　虎舞●大槌城山虎舞さんに演舞して頂きます
●ビンゴ大会●
　ディズニーランド・ＵＳＪペアチケット　小型テレビ
　　　　　3DS　タブレット端末　グルメセットなどなど

富士大学
キャンパス内

フランクフルト・たこ焼き・だんごなどの模擬店、
研究発表などの展示コーナーを豊富にご用意

▶▶▶▶▶▶▶▶

～～～～～

 I 期 II 期II 期 III期  I 期 II 期
 I 期 II 期

 I 期 II 期 I 期 II 期

出願期間

試験会場 本学・札幌 本学・札幌本学 本学 本学 本学本学・札幌・沖縄 本学・仙台・東京

大学入試センター試験
平成29年1/14（土）・1/15（日）試験日

※詳しくは「富士大学入学者選抜実施要項・入学願書2017」またはウェブサイトをご覧ください。

自己PRカード提出期間

願 書 等 提出期 間

FUJI UNIV 情報を発信しています
Facebook富士大学  広報係

情
報
番
組『
富
士
大
ウ
ィ
ン
グ
ス
』

　
富
士
大
初
の
テ
レ
ビ
情
報
番
組

『
富
士
大
ウ
ィ
ン
グ
ス
』
が
、全
13
回

シ
リ
ー
ズ
で
、
6
月
7
日
か
ら
8
月

30
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
21
：
54
か

ら
テ
レ
ビ
岩
手
（
４
ch
）
に
て
放
送

さ
れ
ま
し
た
。

　
岡
田
新
学
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

本
学
の
強
み
で
あ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
、

学
生
の
授
業
風
景
な
ど
多
彩
な
方
面

か
ら
、
学
生
レ
ポ
ー
タ
ー
が
紹
介
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
岩
手
県
内
の
み
の
放

映
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
一

般
の
方
か
ら
は
、
普
段
は
な
か
な
か

知
る
機
会
の
な
い
、
大
学
や
学
生
生

活
の
よ
う
す
が
わ
か
る
と
好
評
で
し

た
。
学
生
か
ら
も
、
毎
週
楽
し
み
に

し
て
見
て
い
る
と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。
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大木 駿輔さん
H22年度
経済学部経営情報学科卒
●山形 : 九里学園高校出身
●勤務先 : しらさと整形外科
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受付
正門付近にてパンフレット配布
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富
士
大
学
の

主
な
特
色

実就職率3年連続第1位！

学習もスポーツも
　充実した教育施設・設備で

充実したキャリア教育

　本学は、実就職率 91.4％（平成28年3月卒業生）で、学部系統別実就職率ランキング（大学通信調べ　平成28年7月22日現在）において、東北・北海道地区経済系私大で3年連
続第1位となりました。
　就職に強い人材を育成するために、本学独自のプログラムを用意しています。

　キャリア教育の一環として、本学では「実践力」を備えた「就業力」のある人材を育成するために、独自の「富士大学イーハトーブ・キャリアプラン」を策定。全員参加のインター
ンシップを取り入れた「キャリア形成論Ⅰ～Ⅳ」をはじめ、「メンタルマネージメント論」「地方自治論」「起業家育成・ファイナンス論」「女子学生のためのキャリア形成論」など、社
会へ巣立つ基礎を体系的に取り入れています。

　語学実習室、マルチメディア実習室、ゼミ室、蔵書数 19万冊を超える付属図書館などの学習環境に加え、全天候型陸上トラック、野球場、武道館、人工芝サッカー場、また国内大
学最大級の総合体育館など、スポーツ環境も充実しています。さらには、ラーニング・コモンズの整備に伴い、PCワークルーム、コミュニケーションルームも新しく設置されました。


